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水試料中放射性セシウム濃度の測定に係るクロスチェック 

○山本貴士 1、竹内幸生 2、千村和彦 1、新井裕之 1、大迫政浩 1

1(国研)国立環境研究所 資源循環・廃棄物研究センター 
2 福島県環境創造センター 

1. はじめに

事故由来放射性物質による汚染状況の把握や除染、また汚染廃棄物の処理・処分に関連して、水試料中の放射性

セシウム(Cs)濃度を測定する機会が著しく増加した。水試料中の放射性Cs濃度の測定は、文科省や環境省の公定法

に従って行われるが、正しい測定結果を得るためには、測定精度や結果に影響する要因について把握する必要があ

る。以前我々は、固体試料中の放射性 Cs 濃度の測定に係るクロスチェックを実施し、測定精度が相対標準偏差で

10%以下であること、試料の性状や濃度、また検出器の種類が測定結果に影響することを示した[1]。 

我々は、水試料中の放射性Cs濃度の測定に関して同様のクロスチェックを行い、測定精度や精度に与える要因に

ついて検討した。前回は中間報告として 4機関の結果を報告したが[2]、今回は全 6機関の結果について報告する。 

2. 方法

参加機関：2017、18年度で 6機関(国立環境研究所を含む)の参加を得て実施した。 

配付試料：焼却対象物や焼却主灰、飛灰の溶出操作により、放射性Cs濃度の異なる 3試料を調製した(L1、L2、L3)。

Cs 137のおよその濃度範囲は、L1が 1～10 Bq/L、L2が 15～25 Bq/L、L3が 1,600～1,900 Bq/Lであった。浮遊物、

沈殿物は L1、L2で多く、L1は着色していた。参加機関には各試料約 2 Lをポリビンに充填して送付した。 

測定方法と結果の報告：各試料を測定容器に移し替え、ガンマ線スペクトロメトリーにより Cs 134、Cs137 濃度を

測定した。測定に先立っての前処理(ろ過、ゲル化剤による懸濁態の固定化)や濃縮操作(加熱濃縮や吸着材の使用)の

実施は、測定機関の任意とした。測定は都度試料を入れ替えて 3回実施した。測定結果は 2018 年 1 月 1 日 12 時に

減衰補正を行い、有効数字 3桁で報告した。 

3. 結果

測定装置：いずれの機関もゲルマニウム半導体検出器を用いていた。 

前処理：2機関はゲル化剤を用いており、また 1機関は試料をろ過後に溶存態を吸着材に吸着して測定していた。 

測定時間：L1は 43,200～300,000秒、L2と L3は 2,000～43,200秒の範囲であった。 

低濃度試料のCs 134の測定：L1のCs 134は 0.1 Bq/Lを下回る低濃度であり、3機関が不検出と回答した。検出で

きた機関は吸着材による濃縮か、10万秒を超える長時間測定を行っており、何らかの対応を必要とした。 

Cs 137の室内測定精度：相対標準偏差で示した室内測定精度は、L1 では 1.5～24% (中央値 5.8%)、L2 では 0.34～

5.7% (中央値 0.96%)、L3では 0.33～0.86% (中央値 0.33%)であった。L1では室内測定精度は良くなかったが、L2と

L3 では良好な精度で測定できていた。 

Cs 137の測定結果：Cs 137の測定結果は、L1では 0.302～0.565 Bq/L (平均値 0.442 Bq/L)、L2では 15.5～17.7 Bq/L 

(平均値 16.3 Bq/L)、L3では 1,680～1,900 Bq/L (平均値 1,760 Bq/L)であった。相対標準偏差で示した室間測定精度は、

L1 では 20%、L2では 4.6%、L3では 4.4%であり、L1を除いて良好な精度で測定できていた。 
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